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社会福祉法人ライフサポート協会　２０周年記念誌



社会福祉法人ライフサポート協会は

2019 年で設立 20 周年を迎えました。 

「すべての人が尊敬される社会の実現」を理

念に、すべての人に対応できるような多様な

事業を展開してきた 20 年でもありました。 

 「地域自立生活支援センターなごみ」「住吉総合福祉センター」「大領地域の家であい」と

いった拠点施設以外にも小さな事業所もいくつか構えております。いずれの事業所も利用者

本位に、職員は想像力と創造力を駆使して、地域に根ざした活動を積み重ねてきています。 

これからもよろしくお願い致します。 

２００４年４月開設。特別養護

老人ホームなごみ（入居３０名

定員/短期入所５名）・なごみ

デイサービス（通所介護３０名

定員）・なごみヘルパーステーシ

ョン（訪問介護）・なごみケアプ

ランセンター（居宅介護支援）

の高齢事業部介護事業所と

法人本部があります。 

（上：桜の咲くなごみ） 

（左：特養なごみ集合写真）

ライフサポート協会の 
“現在” 

地域自立生活支援センターなごみ 



住吉総合福祉センターは１９８６年に大阪市立の障害者会

館・老人福祉センターとして開館しました。１９９９年に法人設

立時の法人本部や介護保険事業もここでおこなっていました

が、２００３年以降は障がい者支援事業も立ち上げ、現在は

「小規模多機能型居宅介護きずな」「こころの相談ネットふう

が」「障がい児者余暇生活支援センターじらふ（放課後デ

イ・ヘルパー）」「障がい通所事業部（生活介護２５名・就

労継続支援 B 型１５名）」「障がいグループホーム（事務所

のみ）」などの高齢者・障がい児者対象の事業所が集積し

ています。研修やイベントで活用でき

る「大広間」「陶芸室」などと「べらし

お福祉（らーめん）・コブンカフェ（喫

茶）」も有し、法人内外の関係者

や地域住民の方の利用もたいへ

ん多い施設です。 

（上：施設外観） 

（中：障がい通所さくら班） 

（下：小規模多機能型居宅介護

きずな 12 周年記念で） 

（次のページ上：障がい通所フード

班「べらしお福祉」毎日新聞掲載） 

住吉総合福祉センター（総セン） 



 

大領地域の家であい 



大領地域の家であいは 2011 年 5 月に「小規模多機能型居宅介護」「認知症対応型グループホーム」「障がい者

通所生活介護」「障がい者グループホーム」「障がい者短期入所」の高齢・障がい複合型の施設として開設しました。

文字通り地域の方とのつながりを重視し、高齢者による地域の小学校での本読み・障がいのある方の地域清掃、恒例

行事になった「であい感謝祭」や小規模多機能利用者さんの前職（バーテンダー）を再現した「Y’s Bar」、障がいの

ある方の作品展示をおこなう「るーぶアートギャラリー」などのユニークなイベントも特徴です。 

（前ページ下：Y’s Bar での集合写真／このページ中：施設全景と利用者さん・職員／下：感謝祭の様子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2004 年 12 月に住吉住宅 9 号館 1 階の店舗跡地（旧住吉生協）に移転し認可開所しました。住吉東駅前すぐ

の立地にあり、パンや焼き菓子のお店「手づくりショップパンプ」も併設しています。生活介護・就労継続支援 B 型あわせ

て 40 名の利用者が日々通所しています。また、月に１回「ごはん倶楽部」という夕食会も公益活動としておこなっており、

多くの方の参加があります。（上：外観／下：メンバーさん集合写真） 

  

 

 

 

オガリ作業所 



 

じらふの放課後等デイは大阪市内３ヶ所で事業展開をしています。住

吉じらふは住吉総合福祉センター２階北側にあります。住之江じらふ

は住之江区浜口東に２００５年に開設しました。街道じらふは住吉区

住吉１丁目に２０１０年に開設しました（街道は移転計画があります） 

「つみき」は開所当初は住之江じらふに併設して

いましたが、２０１６年に住吉区南住吉の長居公

園通り沿いの建物の２階に移転しました。現在

は生活介護・生活訓練の多機能施設として、

支援学校卒業後の「学びの場」として、他の通

所事業所とは異なるさまざまな生活やコミュニケー

ションの経験値を積む場所として活動しています 

 

「コロたま倶楽部」は住吉区山之内（阪和

線我孫子町駅近く）で活動してきましたが、

2017 年度からはライフサポート協会が事業

継承をしています。主には精神障がいのあるメ

ンバーさん 10数名が軽作業やカフェの運営

でがんばっています。格安のランチが好評です 

街道じらふ 

住之江じらふ 住吉じらふ 

つみき 

コロたま倶楽部 



「大領 COCORO」は 2016 年に新

築開設した障がい通所生活介護と

児童発達支援の事業所です。もともと

「であい」の高齢者グループホーム利

用者さんのご家族から事業用地の提

供の話を頂き、建物も相談の上建て

ていただいて開所しました。心身に重い

障がいのある方の入浴や機能訓練な

どの利用、作業活動などもおこなってい

ます 

大領 COCORO の 2 階では児童発達支援「つば

め」が活動しています。主には未就学児童の療育の

場として、音楽や遊びの活動を専門員とともに取り組

んでおり、障がいのある子どもの発達や育児について

の相談対応もおこなっております 

 

 

 

 

 

 

 

住吉区北地域包括支援センターは南海高野線住吉

東駅のホームからも見える線路沿いの「すみよし隣保館

寿」の中にあります。地域の人権や医療・福祉の相談

拠点として設置されたセンター内で多くの方の相談対応

にあたっています 

大領 COCORO 

住吉区北地域包括支援センター 
住吉区地域見守り支援事業 
（すみよし隣保館寿 1階） 



「らふら」は南海高野線住吉東駅東口からすぐ

の立地にあるセレクトショップです。福祉事業所で

はなく、お店でもあり、地域のたまり場でもあり、縫製

などの作業場でもあります。各地の障がい者事

業所から仕入れた夢いっぱいの商品がありますよ。

ぜひお越しくださいね 

 

 

 

らふら 



「じらふ泉北」は法人初の大阪市外の事業所として、

2013年、堺市南区原山台に放課後等デイサービス

事業所として開設しました。地域の方との交流にも力を

入れており、「じらふカフェ」はコミュニティーの場にもなって

います 

 

 

 

 

 

「みんなのマーケットるぴなす」は、

堺市南区高倉台に2015年に

開設されました。障がい者通所の

就労支援事業所でもあります

が、同時に泉北ニュータウンの高

齢化に伴った「地域のスーパー

マーケット再生プロジェクト」の一

環としても取り組まれた事業です。 

 

 

「はぴな」はじらふ泉北卒業生をはじ

めとする重い障がいのある方の通所

する事業所として2018年開設しまし

た。2020年にはあたらな拠点を整備

し移転する予定です 

 

 

 

 

じらふ泉北 

みんなのマーケットるぴなす 

じらふ泉北 

みんなのマーケット 

るぴなす 

はぴな（現） 

はぴな移転予定地 
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ごあいさつ 
 

社会福祉法人ライフサポート協会  

理 事 長   村 田  進 

 

 

 社会福祉法人ライフサポート協会の設立 20 周年を迎えるにあたり、多くの

方々のご支援・ご鞭撻のおかげで今日の法人があることに対し、改めて心より感

謝申し上げます。 

  

 当法人は１９９９年７月に同和対策による地域福祉事業を引き継ぐ形で設立

されました。被差別部落に現れた厳しい差別の実態を改善するため、まちづくりを

はじめ高齢者・障がい者の生活課題に取り組んできた実績を受けて、広く住吉

区北西部の地域福祉課題に取り組むことを目指してまいりました。 

 「すべての人が尊敬される社会の実現（人権確立社会の実現）」という法人

理念は、部落差別解消に向けた活動の精神を社会福祉の実践を通じて広く

社会に実現していこうというものでした。それは、「その人らしい地域生活の実現」

「支えあう地域社会づくり」「働き続けたくなる職場づくり」という法人使命に基づい

た日々の福祉実践によって取り組まれてきました。 

 

 職員６人からはじまった法人組織もいまや非常勤を含め４00 人以上の大所

帯となり、入所・通所・訪問・相談等、高齢者・障がい児者の地域生活を支

援する広範囲の事業に取り組んでおります。ここに至ったのは、法人職員のみな

らず、ご家族はじめ、地域組織の役員の皆様、福祉活動に取り組まれる多くの

住民の皆様、行政や福祉医療関係者等、数多くの皆様との連携によるもので

す。 

 

私たちの活動は、困難を抱えたご本人がその人らしく暮らせる地域づくりに貢

献することにあります。しかし、私たち法人の事業や他の医療福祉事業との連携

だけでそれを実現するのは不可能です。何より大切なのは、その人自身が持つ

地域での人のつながりを活かし、再生する中で、その人が「地域で暮らす一員」と

なることです。 

 私たちの活動の根幹は、「本人主体」であり、「誰も一人にしない」、「参加でき

る」地域社会の実現です。改めてこの原点を深く心にとめて、これからの活動にま

い進することをお誓い申し上げ、法人設立 20 年周年に際しましてのご挨拶とし

ます。 

ありがとうございました。 

 

12 
 



ごあいさつ 
 

住 吉 区 長 

朝 川   晋 

 

 

 

 

 

このたび社会福祉法人「ライフサポート協会」が創立 20 周年の節目を迎え

られましたことを心からお喜び申し上げます。 

 貴法人は「特別養護老人ホーム なごみ」をはじめとする高齢福祉事業部、 

「障がい児者余暇生活支援センター じらふ」をはじめとする障がい福祉事業部

二つの事業部を中心にだれもが自分らしく安心して暮らし続けられる地域づくりに

大きく貢献してこられました。 

 少子高齢化や核家族化の急速な進展、就労形態の多様化等の社会経

済状況の変化に伴い、地域におけるつながりの希薄化や社会的孤立、また、子

どもの貧困、児童や高齢者、障がい者への虐待など福祉課題は一層複雑化

・多様化・深刻化しています。 

住吉区では、『我が事』・『丸ごと』の『地域共生社会』の実現に向け、「住

吉区地域見守り支援システム」を地域の福祉活動の中核に据え、地域、行

政、専門機関・団体のネットワークによる体制づくりを進めています。 

今後、貴法人のさらなるご発展を祈念申し上げますとともに、引き続き住吉区

の高齢者・障がい者をはじめだれもが自分らしく安心して暮らし続けられるよう、地

域福祉推進にご支援、ご協力賜りますようお願い申しあげます。 
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お祝いのことば 

 

社会福祉法人 

大阪市住吉区社会福祉協議会 

会 長  山下 保一 

 

 

 社会福祉法人 ライフサポート協会が設立されてから、20 周年という記念の

年を迎えられましたことに心よりお祝い申しあげます。 

 設立以来、貴法人の「すべての人が、その人らしく、支えあって暮らしていける人

権のまちをめざす」という法人理念・ミッションに基づき、住吉区北西部を中心に、

高齢者･障害者のための生活支援・介護サービス提供やデイサービスセンタ

ー･作業所の運営、配食サービスなどの活動を展開され、大きな実績をあげてこ

られました。これもひとえに貴法人の村田理事長、役員の方々をはじめ、貴法人

の施設や事業所の管理者や職員の皆様方の並々ならぬ熱意とご尽力の賜

であり、深く敬意を表する次第でございます。 

 近年、少子高齢化社会が進展し、認知症高齢者やひとり暮らし高齢者の増

加、生活困窮者世帯の増加などにより、従来の制度や施策では解決できない

複合化、複雑化した地域課題が顕著になってきています。国は「我が事・丸ごと

の地域共生社会の実現」や全世代対象型の「新たな地域包括支援体制の

構築」を今後の方向性として定めています。 

 今後とも貴法人が培われてきた経験や実績をいかしていただき、さらなる地域福

祉の推進にご尽力賜りますようお願い申しあげます。 

 最後に、貴法人がますます発展されますことを心から祈念いたしまして、お祝いの

言葉とさせていただきます。 
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 社会福祉法人ライフサポート協会のある住吉地

区は「被差別部落」として差別されていましたが、

その劣悪な環境や生活実態を改善しようと住民に

よる「人権のまちづくり」が取り組まれてきまし

た。 
 1973 年には「住吉地区総合計画実行本部」が設

置され、「6 つの原則」が定められました。この原

則に沿って、70～80 年代にかけて住吉住宅の各棟

が整備されていき、同時に地域福祉の拠点施設と

して住吉解放会館（のち住吉人権文化センター～

市民交流センターすみよし北）や住吉保育所が整

備され、1986 年には住吉総合福祉センターが開設

されました。 
 住吉総合福祉センター（以下「総セン」と記します）は老人福祉センター・障害者

会館・診療所の合築施設でした。老人福祉センターでは同和対策によるヘルパー派遣

や相談事業を、障害者会館では障がい児の就学支援や機能訓練などの事業をおこなっ

てきました。 
 1989 年には「総セン」内の地下に「オガリ作業所（無認可）」が開設されました。

総センのご利用の方や地区内外の在宅で活動の場を求めておられた障がいのある方

が軽作業などを通じて社会参加の活動を開始しました。 
 1990 年代に入ると同和対策事業から一般施策としての福祉事業への転換が課題と

してあがってきました。同時に 2000 年からの介護保険制度の実施も視野に入れて、

社会福祉法人設立により地域の福祉に取り組んでいく方針が立てられました。 
 
 
 
 1999 年 3 月 1 日に開かれた第 1 回住吉地区社会福祉法人設立準備委員会は、設立

趣意書の中で、法人が「人権のまちづくり」の取組みの中から設立されることになっ

たことを明らかにしています。続く 6 月 30 日に行われた法人設立記念式典では大伴

清馬初代理事長が、法人設立の原点を次のように説明されました。『21 世紀を目前に

設立される私たちの協会がめざす活動は、地域において住民一人ひとりが自分らしく

生きがいをもって暮らしていくことを権利として保障すること、お互いを支え合いな

住吉のまちづくり 6 つの原則 

① 我々が永住するまちである 
② すべての地域住民を対象とす

る町づくりである 
③ 人間のつながりを大切にする

町づくりである 
④ 住民の健康を守る町づくりで

ある 
⑤ 子ども・老人・障害者がのびの

びと生活できる町づくりである 
⑥ 近隣住民に開かれた町づくり

である 

前史～法人のルーツ 

1999年 7月 6日 法人設立 
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がら暮らしていける地域福祉社会の建設に貢献することにあります。当事者による

「自己決定」を尊重し、自己選択できる障壁のない人権の保障された社会のしくみを

築き上げていくということ、私たちの原点はそこにあります。』 

（大伴清馬初代理事長）             （設立時の職員） 

 
法人設立の経過と原点は、法人理念と

使命に明確に反映されています。 
この理念は、差別を受け、社会から排

除されてきた歴史を持つがゆえに、差別

をなくし、すべての人の尊厳が守られる

社会を、地域福祉活動を通じて実現しよ

うという地区住民の長年の願いが込め

られていました。 
 
 
 
 法人が設立された当初は在宅高齢者支援が主な事業でした。2000 年 4 月からは介

護保険事業として展開していくことになります。 
当初、法人の職員は 5 名で、それまで同和対策事業として活動されていた大阪市同

和事業促進協議会のホームヘルパーや総セン職員などが法人の活動を応援する形で

一緒に関わっていました。法人事務所も総センの地下にあり、これまでの同和対策で

の福祉拠点をベースとした活動が始まりました。 
大阪市から受託した「生活支援型食事サービス事業」では、総センで地域の女性を

中心としたワーカーズ「あやめ」による同和地域の高齢者のための会食サービスを継

承する形で実施することになりました。配達については地域の高齢者等生きがい事業

団の「かもめ」さんに、それぞれ業務委託することになりました。のちに調理は「な

ごみ」厨房に移行し、配達は NPO 法人住吉高齢者障害者福祉事業団に継承されなが

ら 2016 年度まで続きました。 
 

 

●法人理念「すべての人が尊敬される

社会の実現」（人権確立社会の実現） 

●法人使命  

①人間の尊厳を守る地域生活への貢献 

②一人ひとりが助け合い生きいきと暮

らせる町づくり 

③安定的事業の推進 

1999～2001年 法人の草創期 
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年 法人の事業・活動（■は事業開始） 地域や社会の動き 

1999 ・7 月 6 日法人登記（設立記念日） 
■高齢者デイ・在宅介護支援センター開始 
■高齢者ヘルパー開始 

 

2000 ■居宅介護支援事業開始 
・介護保険制度施行に伴い「通所介護」「訪

問介護」などの介護保険事業開始 

・介護保険制度施行 
・社会福祉法施行（社会福祉

事業法改正による） 
2001 ・住吉区北西部福祉実態調査に参加 

■生活支援型食事サービス事業開始 
・世界保健機関が国際生活機

能分類（ICF）を採択。 
 

 
 
「総セン」は、同和対策でできた施設ではあり

ましたが、地区内外の高齢者・障がい者の福祉の

砦としての活動を続けていました。しかし 2002
年 3 月の同和対策事業の終焉を目前にして、地

元では築き上げた福祉の活動をどう引継ぎ、発

展させていくかの議論が深められていました。

一方、法人内部では、2001 年 3 月に行われた住

吉区北西部地域福祉実態調査で明らかになった

区内の障がい者支援のための社会資源が圧倒的

不足している現状に対し、法人としてどう取り組んでいくかについての検討もされて

いました。 
これらの議論を踏まえて、法人としても 2003 年 4 月に総センの管理を大阪市から

受託し、新たな一般施策を活用して地域の高齢者・障がい者の自立生活支援の事業を

展開していくことを決定しました。 
おりしも無認可作業所だったオガリ作業所は 2002 年に「小規模通所授産施設」と

して認可され法人運営の傘下に入ることになりました。 
総センを事業受託した 2003 年は、障害者福祉事業も「支援費制度」として変革の

時期にあたりました。児童デイサービスや精神障害者地域活動支援センター、および

障害者デイサービス事業を活用したイブニングサービス（夕方からの通所）などをお

こない、近隣へのニーズ調査でも明らかになった「余暇支援」を中心に、「相談支援」

「生活支援」などの事業を積極的に展開していくことになりました。 
翌 2004 年には「じらふ」「ふうが」などの本格実施や、オガリ作業所の知的障害者

通所更生施設認可と住吉東駅前の現施設への移転となりました。 
そして 2004 年には「地域自立生活支援センターなごみ」が開設され、特別養護老

人ホーム、および総センから移転した在宅介護の介護保険事業の拠点として新たなス

タートを切りました。 

2002～2006年 なごみ開設と総セン受託～障がい事業の開始 

改装前の総セン 
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この施設は 2001 年の住吉区北西部福祉実態調査でも明らかになっていた高齢者の

暮らしの場の整備についての課題に応えたものですが、できる限り在宅生活のイメー

ジを変えない形での施設構造や支援のあり方を追及しました。開所から 15 年が経ち

ましたが、この間でも上履き制への転換や、ユニット単位での食事提供、他部門や他

法人との交流の促進など、「施設」の暮らし

ではなく「在宅」に近い支援の形を模索し

ています。 
さらに 2005 年には 2 ヶ所目の児童デイ

「じらふ住之江」を開設し、知的障害者デ

イや短期入所も併設、また障害者グループ

ホームも開設しました。 
ライフサポート協会はこの数年で「在宅

高齢者支援」だけの事業から、障がい福祉

事業や入居の支援まで含めた「総合的な地

域福祉の拠点」として幅を広げたのでし

た。 
年 法人の事業・活動（■は事業開始） 地域や社会の動き 

2002 ・住吉区地域福祉計画モデル事業 
・総セン改修工事 
・「なごみ通信」発行開始 
■オガリ作業所小規模通所授産施設認可：

法人に事業継承 

 

2003 ・法人が総セン（障害者会館・老人福祉セ

ンター）受託 
・隔週土曜日で児童デイサービス開始 
・「総センまつり」開催（06 年まで毎年） 
・「総センだより」発行開始 

 
 
 
 
・障がい者支援が措置から「支

援費」に変わる 
2004 ■障がい児者余暇生活支援センターじら

ふ開設（帝塚山コンド内にデイ事業所設置） 
■「なごみ」開設：特養開所 
■こころの相談ネットふうが開設（サロン

は総セン 2 階：現きずなの場所） 
■障害者ヘルパー開始 
■オガリ作業所駅前へ移転。知的障害者通

所更生施設として認可。定員 40 名に増員。

製パン班誕生、お店「パンプ」オープン 
・ウエブサイト開設  

じらふ住之江開設時の広報誌 
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年 法人の事業・活動（■は事業開始） 地域や社会の動き 

2005 ・なごみ厨房業務を日清医療食品㈱に委託 
■じらふ住之江（当時は児童デイ・知的障

害者デイ・短期入所の併設）開始 
■障がいグループホームだいく（住吉住宅

の活用）開設。定員 4 名（2 室） 

・発達障害者支援法施行 

2006 ・総セン老人福祉センターは廃止。障害者

会館のみ大阪市から「指定管理制度」で 2
年間の受託。（最終的に 2011 年度まで） 
■障がいグループホームだいく拡張（愛称

「かのん」）定員 8 名（4 室） 

・高齢者虐待防止法施行 
・認定子ども園制度施行 
・介護報酬改訂（地域密着型サー

ビス制度創設・予防給付創設） 
・障害者自立支援法施行（利用

者の応益負担導入と制度体系改訂） 
 
 
 
 
 「なごみ」「総セン」の 2 つの基幹施設と、オガリ作業所や「じらふ」といった周

辺の事業所の形で推移してきたライフサポート協会ですが、大阪市からの指定管理制

度による「障害者会館」「老人福祉センター」の運営は継続していました。（診療所に

ついては医療法人ハートフリーやすらぎが設立され、運営されるようになりました） 
 ライフサポート協会では市の委託費用を活用して介護予防のデイサービスや啓発

講座、ご利用者の余暇支援や活動の場が広がる各種イベントや教室（囲碁や料理、陶

芸やギター、リズムボクシングなど）を開催、当時の児童デイサービスがカバーして

いなかった分野にあたる障がいのある中高生のサークル「みつば」などを実施して、

介護保険制度や障がい福祉制度では対応できないニーズにも応えてきました。 
しかしながら、老人福祉センターは 2006 年度末をもって、障害者会館も 2011 年

度末をもって条例廃止にともない委託終了廃止となっていきました。しかし、単に財

政的裏づけがなくなったので終わりという形にはせず、「どうすれば制度内であって

も利用者のニーズや地域の要望に応え、かつ法人理念にもあった形で展開できるだろ

うか」について討議を重ねました。 
その答えのひとつが「小規模多機能型居

宅介護」でした。2006 年度の介護保険制

度改訂で誕生した事業で、通所・訪問・宿

泊がひとつの事業所から一体的に提供さ

れることで、在宅でありながら柔軟な利用

が可能になるという利便性のみならず、地

域運営推進会議などで地域住民とのつな

がりも確保され、地域で長く住まわれてき

2007～2010年 地域福祉の本格展開を見据えて 

きずな名物「カレーうどん」 
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た住民にとっても地域の中でのつながりを切らさずに生活が継続できる機会になり

ました。「きずな」と名づけられ、地域の盆踊りへの出店参加やバザーなどの企画での

交流をはじめ、日常的に利用者・職員・地域住民とのつながりが維持継続できる拠点

になっています。 
さらには 2010 年からは大阪市より「住吉区北地域包括支援センター」を受託して

います。地域住民の保健・福祉・医療の向上、虐待防止、介護予防マネジメントなど

を総合的に行う機関ですが、大阪市ではこの年から社会福祉法人にも委託をするよう

になり、ライフサポート協会としても積極的に応募していく方針で臨みました。以来、

専門職の協同と地域の相談機関との連携、地域住民組織との連携、法人内でも各事業

所などとの連携を創りあげていき、多くの関係機関の要としての役割に応えられる部

署となっています。 
2009 年のライフサポート協会設立 10 周年記

念式典においては「法人第 3 期中期計画（2008
～2011）」として、「地域福祉の推進」を第一の

課題に据え、包括支援センターや地域密着型サ

ービスや障がい福祉事業の展開について内外に

計画を公表しています。以降は福祉制度改訂に

合わせて第 4 期（2012～14 年度）・第 5 期（2015
～17 年度）・第 6 期（2018～20 年度）と中期計

画を策定・公表しております。 
 
年 法人の事業・活動（■は事業開始） 地域や社会の動き 

2007 ・障がい者制度の新体系移行 
（通所更生施設・障がい者デイサービ

ス→生活介護／小規模通所授産→就労

継続支援／行動援護の創設など） 
■小規模多機能型居宅介護きずな開設 
・「なごみ通信」「総センだより」の 2 つ

の広報誌を統合し「ライフサポートだ

より」発行開始（毎月発行だった総セン

だよりの 48 号以降を継承） 
・第 1 回「利用者アンケート」などの実

施 
・大伴初代理事長逝去により、藤本俊彦

理事が第 2 代理事長に就任 
・「ライフサポートまつり」としてこの

年より法人全体で開催 
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年 法人の事業・活動（■は事業開始） 地域や社会の動き 

2008 ・じらふ住吉、賃借物件（帝塚山コンド）

から、総セン 2 階に移設 
・住吉区役所・区民ホール等 
現庁舎に移転 
・社会保障国民会議設置 
・リーマンショック世界同時不況 

2009 ・法人 10 周年記念事業 ・民主党を中心とする政権に交代 
2010 ■住吉区北地域包括支援センター受託 

・なごみ訪問介護・居宅介護支援・じら

ふヘルパー・児童デイの事務所を万代 5
丁目の物件に移設（地域包括支援セン

ターをなごみ内に設置のため） 
■じらふ難波開設 
■じらふ街道・大社北開設 
・法人内にてノロウイルス感染拡大 

・障害者自立支援法違憲訴訟、和

解条項成立 

 
 
 
 
 
 2011 年 5 月に「大領地域の家であ

い」を開設しました。ライフサポート

協会設立以来 10 年余りの実績を踏

まえて、今後のあるべき姿として「地

域とのつながりをより大切にした事

業」「高齢者・障がい者といった制度

上の垣根を越えた『地域の家』として

の、どんな状況の方でも関わりあい

ながら集える事業」を形にしたのが、

「大領地域の家であい」でした。 
 そのため高齢事業では「地域密着型サービス」でもある 2 ヶ所目の「小規模多機能

型居宅介護」と、24 時間 365 日の生活を支える居住の場「認知症対応型グループホ

ーム」を開設しました。 
 障がい事業では 3 ヶ所目の「生活介護」を設置し、従来の通所の場では活動の一部

でしかなかった「アート表現」をメインの活動内容に取り入れ、従来の生活介護事業

所との住み分けを図りました。そして、障がい者グループホームや短期入所（単独型）

も併設としました。障がいのある方の生活の場が、複合施設内にあることについては

批判もありました。しかしながら、現在の報酬基準や職員配置に対するハードルや人

材確保難を思えば、従来の一般住宅活用のホームでは ADL 面において自立した方し

2011年 大領地域の家であい開設 

大領地域の家であい壁画お披露目 
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か受入が困難な状況でした。「であい」のホームでは、高齢者の住まいも含めた拠点集

約がなされている造りであり、より重度の障がいのある方の利用が可能になっていま

す。 
 このような多様なねらいをもって開設した大領地域の家であいです。年 1 回の「で

あい感謝祭」は施設をあげてのイベントとして定着し、元バーテンダーだった小規模

多機能型居宅介護の利用者さんがマスターとして地域の皆さんをおもてなしする

「Y’s Bar」、生活介護利用者によるアート活動を展示する「るーぶアートギャラリー」

など個性的な企画もすっかりおなじみになりました。 
 
年 法人の事業・活動（■は事業開始） 地域や社会の動き 

2011 ■大領地域の家であい開設（認知症対応型

グループホーム・小規模多機能型居宅介護・

障がい通所生活介護・障がいグループホー

ム・障がい短期入所） 
・地域自立生活支援研究会（岩間研究会）

発足 
・年度末をもって障害者会館の条例廃止 

 

 
 
 
 
 
 2010 年代に入っての事業展開によ

ってライフサポート協会の職員数は

急激に増えました。右上図は正職員数

の推移ですが、2009 年からの 2 年間

で 1.5 倍の規模になっています。 
 この時期にあたらめてライフサポ

ート協会職員としてのあり方を示し、

拡大する組織の中においても理念と

事業の運営について方向性を見失う

ことがないように「実践行動指針」と

「倫理綱領」を策定しました。 
同時に「働き続けることのできる職

場」をめざし、多様な働き方ができるように「短時間正職員」制度を導入し 

2012年～ 組織体制の整備と実践力の向上に向けて 
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ました。制度創設以来 14 名（19 回）の利用がありました 
 さらには、他法人や他の事業所との協同での研修会や「事例検討会」、「実 
践報告会」、を研修で取り組み、高齢・障がいの部門を超えて状況を交流し、職員の実

践力を高める契機にもなっています。 

また、「意思決定支援に関する研究会（清水由香大阪市立大学助教を座長とする）」

については、知的障がいのある人や認知症の方の意思への職員間有志での検討を重ね、

2017 年 2 月には日本女子大学の林裕康教授をお招きして公開の研修会をおこないま

した。 

実践報告会の様子 

実践行動指針：当時の職員の手書きで作成し、各施設に掲示しています 
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「福祉教育勉強会」では大阪教育大学の新崎国

広教授、金森裕治名誉教授の助言も頂きながら区

内の小中学校での実践も積み上げてきました。と

りわけ住吉区内の学校法人白頭学院建国小中学

校での学年進行に応じた福祉教育プログラムの

協同作成と実践は担当の梁真規（やん ちんぎゅ）

先生のご協力も頂きながら 12 年間の実践が積み

上がるに至りました。 
その他では、福祉従事者を応援する研

修会として 2018 年から「大人塾」も開催

しています。研修講師で来ていただいた

講師の方や、福祉事業に何らかの形でか

かわる職員・トレーナーなどを招聘し、ト

ークライブ形式でお酒やおつまみを頂き

ながら楽しむ場でもあります。「西陣麦酒

計画」という京都の障がいのある方の地

ビール生産計画があり、地ビール「柚子無

碍（ゆずむげ）」がこの時には登場します。

「べらしお福祉・コブンカフェ」のスペースを活用してのチャーシューなどのおつま

みも大好評。もちろん講師のお話をリラックスした場ながら、真剣に聞く聴衆者･･･

関係者のネットワークもあって、さまざまなところからお越しいただいている名物企

画になっております。 
 

 
 
 
第 3 期中期事業計画の課題でもあった地域福祉の推進は、もとより住吉総合福祉セ

ンター内の事業としてのボランティア担当の設置や福祉教育の勉強会などにもつな

がり、従来から地域住民組織との協同の場もありましたが、2010 年の「住吉区北地

域包括支援センター」の受託以後はさらに機能強化されていきました。 

2010年～ 地域福祉推進の取組み 
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法人としても包括部門だけでなく、他の部門もその意識を共有することを目的に、

地域福祉について深める「地域自立生活支援研究会（故岩間伸之大阪市立大学教授を

座長とする）」では地域福祉の視座をもっての現場の支援について検証を重ね、2013
年 2 月には「地域福祉セミナー」を開催、

2015 年 3 月には「住吉区孤立死ゼロフォー

ラム」にも参加しました。単に福祉事業を

おこなうだけでなく、住民の参加による地

域の見守り機能を高め、住民の中にも認知

症や各種の障がい理解が広まることで共生

社会への構築に向けた取組みをおこなって

きました。 
住吉区地域見守り支援システムでは、高

齢者や障がいのある方のおられる世帯を希望に応じてネットワークに入って頂き、常

日頃は声かけや見守りをはじめとしたかかわりを行い、専門職は必要な場合には関わ

ることもでき、災害時には安否確認や避難支援にいち早く向かう対象としてリストア

ップされる仕組みを盛り込んでいます。 
さらに高齢者は介護保険、障がいのある人は障害福祉サービスといった縦割り制度

の枠を超えて「制度のはざ間」におかれている方にも迅速に対応できるコミュニティ

ーソーシャルワーカーを住吉区助成のもとライフサポート協会にも 2014 年から配置

して、生活困窮世帯や複合的な課題を抱える世帯などへの個別対応と、地域とのつな

がりづくりや各種のイベントを企画するなどで活躍しています。 
 
 
 
【2012 年：総セン通所就労継続支援 B 型（フード班）】 

 もともとは総セン内で生活支援型食事サービスの食事作りをおこなっていた厨房

スペース。食事作りがなごみに移行して以来、活用できていなかった厨房設備を転用

し「ラーメン」を提供する障がい者支援事業所に模様替えしました。 
 総センの原田館長が行きつけだった堺市にある「天日塩らーめんべらしお」の技術

支援も頂いて、同種の機材と材料の提供により、本格的ならーめんをお出しすること

が可能になりました。現在は併設する「コブンカフェ」とともに作業に取り組んでお

ります。 
 関西のラーメン店とのコラボイベント「らぁ祭」への参加から、イベント T シャツ

のプリント事業などにも広がり、日々発展しているフード班です。 
 ≪フード班（べらしお福祉）各種媒体への掲載実績≫ 
2014 年 「コブンカフェ」がアーティスト「littleAndy」とタイアップ、コラボドリンクの販売及

び「コブンカフェ」ユニフォーム T シャツがステージウェアとして採用され全国ツアー

で着用される、また店頭でディストロを行う 
「べらしお福祉」がグルメサイト「食べログ」より全掲載店 77 万店の内トップ約 9％以

2012年～ 障がい事業の展開  
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内に入る「食べログ話題のお店」に選ばれる 
「べらしお福祉」が「関西らぁ祭 2014」に参加 
「べらしお福祉」がグルメサイト「食べログ」で全掲載店 77 万店の内トップ約 4％以内

に入る点数 3.56 を記録 
「べらしお福祉」がグルメサイト「食べログ」にて住之江区・住吉区 2 区総合ランキング

でトップ 3 位にランクイン 
    「出張らぁ祭（炊き出しボランティア）」に参加 
       「べらしお福祉」が TV チャンピオン第 6 回ラーメン王、山本剛志評論家等が発行してい

るラーメンマガジン「ラーマガ」に掲載 
       「べらしお福祉」が「らぁ祭」メンバーとして関西最大級のグルメフェス「関西ラーメン

ダービー」に参加 
   「べらしお福祉」が西成区の有名人気店「かしや」とコラボ営業を実施、完売 

2015 年「べらしお福祉」が「J:COM チャンネルおちゃのこ saisai」にて放映 
    「べらしお福祉」がグルメキュレーションマガジン

「メシコレ」にて「旅先で押さえておきたい必食の

極上ラーメン 10 選～西日本編」に選ばれる 
「べらしお福祉」が「らぁ祭 2015」参加 
「べらしお福祉」が伊丹市の有名人気店「大前田＝

現クラッチヒッター」とコラボ営業を実施、完売 
2016 年「べらしお福祉」が MBS 放送 VOICE にて放映 
       「べらしお福祉」が旅行キュレーションメディア

「RETRIP」より「住吉神社の総本社、住吉大社

周辺で絶対におすすめのレストラン７選」と「住吉周辺で人気があるおすすめの旨いラ

ンチが楽しめるお店７選」に選ばれる 
2017 年「べらしお福祉」が読売新聞に掲載 
    シルクスクリーンプリントを主体としたオリジナルアパレルプリント及び販売「SUL」

の立ち上げ準備開始 
2018 年「コブンカフェ」にて福祉医療教育関係従事者向け研修「大人塾」を開催 

オリジナルアパレルプリント及び販売「SUL」が始動 
「SUL」が「一般社団法人らぁ祭大阪エリア」オフィシャル T シャツを製作 
「べらしお福祉」が朝日新聞系ネットサイト WithNews に掲載 

       「べらしお福祉」が朝日新聞に掲載 
       「べらしお福祉」が毎日新聞に掲載 
       「べらしお福祉」が日テレ NEWS24 にて放映 

「SUL」が山嵜晋平監督の映画「テイクオーバーオーン」（第 2 回ジュブナイル脚本大賞

受賞）オフィシャルの T シャツ及びトートバッグをデザイン及び制作 
 

【2014 年：つみき】 

 障がいのある子どもさんを対象にしている放課後デイですが、「じらふ」は大阪市

内でも最も老舗の部類にあり、多くの利用者がじらふを「卒業」していきました。そ

の際に「オガリ作業所」などの生活介護事業所を利用される方もおられる一方で、い

わゆる障がいのある人の「高校（支援学校高等部）卒業後の学びの場」についても、

その必要性を感じて実践している事例が全国ではいくつかありました。 
 つみきはそうした「青年期障がい者の学びの場」あるいは「作業を中心とした活動
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になじめなかった方の学びなおしやつながりづくりの場」として 2014 年に開設しま

した。制度では「自立訓練（生活訓練）」を活用し、制度上の利用期限 2 年（原則）が

設定されているため、2 年間のプログラムで「コミュニケーション」「調理」「ダンス

などの表現活動」「キャンプなどの野外活動」などを経験します。利用者さんは「学生

さん」。「1 年生」「2 年生」などと呼称し、お互いを意識したり、交流を深めること、

トラブル時の対応など、職員だけで解決しようとせずに、できる限り学生さん自らが

気づき考えることを大切にしてきました。 
 別途、精神障がいの方などには訪問での支援も行なえる場として「サテライト」事

業も実施していましたが、必要性や有意性は高かったものの、利用者数が少なかった

ため事業は縮小・廃止としました。 
 さらに、年限制の制約を超えて活動できる選択肢も用意することを目的に、2019 年

からは利用期限のない「生活介護」も併設としました。 
 つみき利用をきっかけに「自宅でも食器洗いをするようになった」「意思表示がわ

かるようになった」などのお声も頂き、障がいのある方の通所のあり方にも幅が広が

ったと感じています。（実践報告 65 ページも参照） 
 
 
【2016 年：大領 COCORO】 

 2016 年には大領 4 丁目に 4 ヶ所目の生活介護事業所と、未就学児の療育をおこな

う児童発達支援事業所を併設した「大領 COCORO」が開所しました。 
 大領地域の家であいの小規模多機能型居宅介護利用者だった大野様のご家族の方

から「相続した土地をライフサポート協会の事業で活用してほしい」と申出を頂き、

福祉事業所用の仕様として建設していただいたものです。 
 障がい者通所生活介護は障がいの重い方の通う場ですが、障がいの状況も年齢も活

動する希望や趣向も多様です。大領 COCORO では知的障がいの方の作業活動をする

「つなぐ」と身体に重い障がいがあり、入浴をはじめとする身辺面の介護とレクリエ

ーションや機能訓練をあわせたプログラムを設定した「ひなた」と 2 つのグループで

活動しています。特に入浴介護を行なえる事業所は少ないこともあり、医療設備面や

スタッフの確保の困難さから十分に期待に応えきれない面はありますが、生活面での

充実を図る上でも貴重な社会資源と考えています。 
 児童発達支援では、障がいのある子に対してのご家族の相談にも対応しつつ、音楽

療法や言語聴覚士さんも関わって、子どもたちの療育活動をおこなっています。2019
年度からは愛称を従来の「SODATERU じらふ」から「つばめ」と改称しました。 
 
 
【2017 年：コロたま倶楽部】 

 2017 年からは地域活動支援センターA 型事業である「コロたま倶楽部」の運営を

おこなっております。従来は社会福祉法人野菊の会が運営してきたのですが、諸般の
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事情によりライフサポート協会に移行したものです。 
 現在は約 10 数名の方が「カフェ」と「軽作業」に分

かれて活動しており、季節のイベントを取り入れたラ

ンチの提供などもしています。精神障がいのある方も

多く、気持ちの変調もある中で、安定的に通所も難しい

方もおられますが、居心地のいい・やりがいのある場と

して、「ふうが」のサロンとはまた異なる機能を持って

います。 
 
 
 
 
 設立以来大阪市内で事業展開をしてきたライフサポート協会ですが、2013 年に堺

市南区泉北エリアに初めて事業所を設けました。療育相談を通じて、じらふへの支援

を頂いてきた「まーさん」こと中谷正恵さんが拠点とする堺市泉北エリアでもライフ

サポート協会の事業実施を求める声を受けてのことでした。 
 原山台の団地群の近隣センター内に設置したの

が「じらふ泉北」（放課後等デイサービス）です。障

がいのある子どもたちの利用する場というイメー

ジだけでなく、様々な人の交流が図れるようにと、

定期的にカフェを開いたり、オガリ作業所の焼き菓

子などの販売などで近隣住民や子どもたちの出入

りができる場にしました 
 2015 年には高倉台に「みんなのマーケットる

ぴなす」（就労継続支援 B 型）を開設しました。

泉北ニュータウンの高齢化を背景にした地域の

課題に対応するために、行政や地元のまちづくり

NPO などとの協働もあってスタートしたプロジ

ェクトです（73 ページの実践報告参照） 
 さらに 2018 年には「はぴな」（生活介護）を高

倉台に開設しました。「じらふ泉北」を卒業した利

用者の通所の場として開設しました。2020 年には新しい拠点に移転をして定員も拡

大します。 
 泉北地域は大阪市内とは異なり、自然に恵まれた環境も手近にあるという特徴も有

するため、地域の農園との連携による野菜の仕入れや手絞りのジュースや加工品の製

造などの可能性も有しています。同時に高齢者や生活困難な方の支援も兼ねた作業の

場作りや住まいの確保など含めた総合的な支援についても、検討していく必要があり

ます。 

2013年～ 泉北拠点の整備  
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 2017 年の社会福祉法の改正実施によって、社会福祉法人改革が進められることに

なりました。組織体制や役員構成も変化を求められ、この機にと藤本俊彦第 2 代理事

長が勇退し、村田進常務理事が第 3 代理事長に就任することになりました。 
法人制度改革の中心は「高い公益性・非営利性の徹底」であり「運営の透明化と説

明責任及び地域社会への貢献」にあるといわれています。これに伴って「地域公益活

動」についても実施を求められることになるのですが、ライフサポート協会では、従

来から前述の「福祉教育」をはじめ、地域福祉や制度のはざ間も意識した運営をおこ

なってきましたが、近年では地域の状況を踏まえ、利用者のニーズを拡張する形でい

くつかの事業を加えています 
 

【「地域食堂」通じたコミュニティー支援：ごはん倶楽部・なごみ食堂・るぴなす‘み

んなの食堂’】 

2016 年から毎月取り組まれているのが「地

域食堂」の企画。オガリ作業所でおこなってい

る「ごはん倶楽部」では、障がいのある方の一

人暮らし支援からのスタートでした。みんなで

わいわいと食べるという個別ニーズに応える

だけでなく、地域にも広く呼びかけて、通りか

かった単身者も独居の高齢者も、外国から日本

にこられた方などに至るまで多様な方々の参

加で「作って食べる」企画にまで発展しました。

「なごみ食堂」は特養の入居者さんが、地域の人たち、とりわけ子どもたちとの交流

をしたいというニーズもあって開始しました。管理栄養士監修のもとメニューはカレ

ーで統一しながら、内容は毎月ちょっとずつ変化をつけています。るぴなす「みんな

の食堂」は土曜日の朝からの開始。泉北ニュータウンにも孤立した世帯や地域コミュ

ニティーの希薄化といった課題もあります。スーパーマーケットの特性を活かしてお

惣菜を作り、ボランティアさんの協力も得て楽しくみんなで頂きます。これらは決し

て「子どもの貧困対策」という目的が前にあるわけではないのですが、障がいのある

人も特養の入居者さんも地域の人として、つないでいくことにねらいがあり、ひいて

は困難があっても見捨てない地域として機能する一助になればと考えています。 
 

【相談機能とコミュニティー支援機能を：「きまぐれカフェ」「オレンジカフェ」】 

きまぐれカフェは地域住民がなごみの地域交流スペース活用した喫茶に集う中で、

住民さん同士の話の中から生まれました。気軽に集えて悩みを話したり、相談もでき

たらいいなという声を受け、月に 1 回「なごみ地域交流スペース」をコミュニティー

カフェにお貸し出しするとともに、地域包括支援センターからも相談員が参加し、情

地域公益活動 
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報提供や相談対応でお手伝いをさせて頂いております。 
オレンジカフェは大領地域の家であいの 2 階の地域交流スペースで「認知症につい

て学ぶ」「悩みを話しあったり交流できる場」として運営しています 
 
【イベントや相談を通じたコミュニティー支援：「コモン喫茶」「らふら」】 

日ごろの業務を通じて住吉区北地域包括支援センターやこころの相談ネットふう

がと公益財団法人住吉隣保事業推進協会や地元町会などと状況の交換をすることが

あります。その中で「若者支援」「子ども支援」「現役世代への支援」が制度の中のネ

ックになっているケースもありました。経済的な困窮もあれば、孤立や逸脱といった

問題を抱える方や世帯。個別の支援対象にするという方法ではなく、もっと自然な形

で地域の中に居場所をつくれないか？こうした問題意識も踏まえて、2014 年から不

定期に「コモン喫茶」という名称でイベント開催をしてきました。 
「誰もが気軽に立ち寄れて過ごせるみんなの居場所」「人と人がつながってお互い

に“勇気や元気の引き出しあいっこ”」ができることをコンセプトに始めたものです。

パーティーや地域探検などの企画を重ね、地域の課題についてみんなで考え、支え合

える仕組みを作るべくすすめています。 
その流れで「子育て世帯の孤立」や話せる場がほしいというニーズも受けて、2016

年からは住吉東駅前の旧喫茶店だった場所を借り受け「らふら」というスペースを開

設しました。「子育て世帯に使っていただける製品のセレクトショップ」、「子育て世

帯を中心とした地域住民の交流スペース」をしています。 
 障がい者施設で利用者さんたちが一つ一つ丁寧に作った、おしゃれでかわいい商

品を取り扱い、奥には子どもたちが

遊べるファミリースペースを開放。

不定期に親子で参加できるワークシ

ョップを開催しました。 
その中から、2018 年には自分たち

でも製品を作ろう･･･と縫製作業を

試行的に開始。「ユニクロ」などのア

パレル企業からの端切れ布やファス

ナーの提供を受けて、アップサイク

ル（Upcycle）商品（廃物をそのまま

再利用するのではなく、商品として

の価値を高めるような加工を行うこと。古布や廃材を用いて、しゃれた小物を作るな

ど）を作成すべく、デザインについては大阪モード学園専門学校の学生の支援も得て、

商品化にこぎつけました。 
2019 年度には厨房や介護現場で働く障がい者支援をする「介護調理班」とともに

「縫製班」もオガリ作業所就労継続支援に新たに立ち上げて、より多様な状況の方の

活動の場にもつなげました 
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年 法人の事業・活動（■は事業開始） 地域や社会の動き 

2012 ・総セン大阪市からの賃貸借契約による事

業継続となる 
■総セン通所就労継続支援 B 型開始（生活

介護との多機能型に変更し定員 40 名へ）フ

ード班として「べらしお福祉」「コブンカフ

ェ」がオープンする 

・介護報酬・障がい者支援制

度報酬改訂（地域包括ケアの

推進の明記・児童デイサービ

スを放課後等デイと児童発達

支援事業に移行） 
・障害者虐待防止法施行 

2013 ・短時間正職員制度導入 
・法人倫理綱領・実践行動指針策定 
・「すみすみ」･･･住吉・住之江区の障がい

事業所連絡会立ち上げ 
■じらふ泉北（放課後等デイ・ヘルパー）開設 

・日本が国連障害者権利条約

を批准する 
・障害者総合支援法施行（障

害者自立支援法を改訂） 

2014 ■生活訓練つみき開設（じらふ住之江内） 
■生活訓練つみき（従たる事業所：サテラ

イト）開設（～2016 年 10 月まで） 
■住吉区地域見守り支援事業でコミュニテ

ィーソーシャルワーカー（CSW）配置 

・あべのハルカス開業 

2015 ・住吉区孤立死ゼロフォーラム開催 
■みんなのマーケットるぴなす（堺市泉北

高倉台：就労継続支援）開設。泉北ニュータ

ウンのスーパーマーケット再生プロジェク

トスタート 

・介護報酬・障がい者支援制

度報酬改訂（介護予防日常生

活支援総合事業創設） 
・生活困窮者自立支援法施行 
・「大阪都構想」住民投票 

2016 ・住吉区北地域包括支援センターがすみよ

し隣保館寿に移転する 
・なごみ内に居宅介護支援・訪問介護再度

移転する 
・「生活訓練つみき」がじらふ住之江併設か

ら南住吉のビルの 2 階に移転する 
・「ごはん倶楽部」「なごみ食堂」「るぴなす

みんなの食堂」などの地域食堂を開始する 
・「らふら」第 1 回ワークショップ開催 
■大領 COCORO（生活介護・児童発達支

援）開設 
・年度内をもって、つみきサテライト・じ

らふ難波閉所・「生活支援型食事サービス」

事業停止する 
 
 

・住吉隣保事業推進センター

（すみよし隣保館寿）竣工 
・障害者差別解消法施行 
・部落差別解消の推進に関す

る法律施行 
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年 法人の事業・活動（■は事業開始） 地域や社会の動き 

2017 ・社会福祉法人制度改革による役員体制の

変更（理事・評議員の定員変更など） 
・藤本理事長勇退。村田進常務理事が第 3
代理事長に就任（写真→左が藤本前理事長・

右が村田理事長） 
・運営協議会設置 
・じらふ泉北ヘルパー事業停止する 
・「らふら」セレクトショップオープン 
■コロたま倶楽部を社会福祉法人野菊の会

から事業継承する 

・社会福祉法改正施行（社会

福祉法人のガバナンス強化等

の改革） 

2018 ■みんなのマーケットるぴなすのサテライ

トとして生活介護事業所（はぴな）が泉北

高倉台に開設する 
・特養なごみユニットでの自家調理に変更 

・介護報酬・障がい者支援制

度報酬改訂（放課後デイなど

の削減） 
・旧市民交流センターの「オ

ガリ像」撤去。沖縄に移設 
・大阪メトロ・大阪シティバ

ス発足（旧大阪市交通局） 
2019 ■つみきが自立訓練と生活介護の多機能型

事業所に変更する 
・厨房業務（なごみデイ・障がい通所の昼

食）を直営に変更（日清医療食品への委託

終了）し、法人職員による提供となる 
オガリ作業所就労継続支援 B 型「介護調理

班」も厨房作業に加わる。 
同事業所「縫製班」も立ち上げる 
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特別養護老人ホーム なごみ（介護老人福祉施設・短期入所生活介護） 

特徴 

「人生（暮らし）に笑顔を咲かせよう！」をもとに、入居者３０名・短期入所５名の計３

５名の小規模の準ユニット型特養です。「特養という場に入居しても、最期まで自分らしく

暮らしていけるように！」という想いを込めて、入居者さんと一緒に生活を共にさせて頂

いているアットホームな特養です。 

地域に根差した特養を目指して入居後もなじ

みの商店へ出かけたり、作品展やバザーを開催

したり、地域のイベントなどにも積極的に参加、

近年では、ユニット調理を開始し、入居者さん

の暮らしがより充実したものになるよう、様々

な取り組みを行っております。 

 

略史 

２００４年４月  開設 

２００７年４月～ 看取り介護を実施  

２００７年～   なごみ作品展＆バザー開催 

２０１７年～   住吉区のふらっと楽しむ住吉に参加。 

名物「100 歳の直太郎さんが作るお赤     

飯」を販売 

２０１８年４月～ 給食会社の業務委託を辞め、各ユニット調理を開始 

行事 

お花見・造幣局の通り抜け・地域の盆踊りへの参加や地域との交流 

食事会・新年会・遠足・入居者さん個別外出企画・季節ごとの催し 

 

なごみデイサービス（通所介護） 

特徴 

「一人じゃないって素敵なことね！」を合言葉に利用者

の皆さんと共に考え、一緒に笑いあえる家族的なデイサ

ービスです。  

１．暖かい心を大切に  

２．なごみ（和）を大切に 

３．一人一人を大切に  

４．人と人のつながりを大切に 

５．よい加減を大切に 

この５つのモットーを大切にし、 
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一人一人が主人公になれるデイサービスを目指していま

す。 

レクリエーションとしては季節感を大切に主に午前中に

創作活動、お昼から活動レクリエーションを取り入れて

います。ご利用者、職員一人一人の個性がきらめき、笑

いが絶えません。 

略史 

１９９９年７月 住吉総合福祉センター２階の一部で通 

所介護事業開設。 

２００４年４月 地域自立生活支援センターなごみ開設に伴い、 

現在のなごみ１階にて活動継続中。 

行事 

保育所交流会、花火大会、納涼祭、秋の遠足、ふらっと楽しむ住吉 その他季節の行事 

 

 

なごみヘルパーステーション（訪問介護） 

 

特徴 

職員５名と非常勤職員２２名の体制で１年３６５日稼動 

掃除、洗濯、買物、調理等の家事全般、 

身体介護として排泄・入浴など身体の保清に関すること、 

お一人での外出が困難な方には通院や買物等外出支援を行なっ

ています。 

各サービス事業所と連携を密に取り 

ご自宅での看取りも対応しています。 

略史 

１９９９年 

住吉総合福祉センターにて訪問介護事

業開設。 

その後、特別養護老人ホームなごみ１

階、万代事務所、住吉総合福祉センタ

ー地下と事務所を移し 

２０１６年４月 

なごみ１階に戻り現在に至る。 

 

行事 
毎月ヘルパー対象の学習会 

５月法人内懇親会、９月お疲れさん会  
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なごみケアプランセンター（居宅介護支援） 

特徴  

職員は介護支援専門員（ケアマネジャー）４名。 

介護保険制度のご利用を希望される方の身体の状況やどんな

事にお困りなのかを聞き、ご本人・ご家族の方と共に、在宅

生活において必要なサービス利用等が出来るよう居宅サービ

ス計画（ケアプラン）を作成します。その人がその人らしく、

住み慣れた家で安心して過ごしていけるよう、地域の方々と連携

しながら在宅生活を応援しています。 

略史  

１９９９年 7 月 住吉総合福祉センター地階１階にて開設 

２０００年 4 月 住吉第２地域在宅サービスステーションなごみ 

        （居宅介護支援事業部）事業開始 

２００４年４月 特別養護老人ホーム開設に伴い事務所引っ越し 

２０１０年４月 万代へ事務所移転により、 

なごみケアプランセンターと名称変更 

２０１６年４月 特別養護老人ホームなごみ１階へ事務所が戻り現在に至る 

行事  

住吉区北地域包括支援センター、近隣の居宅介護支援事業所のケアマネジャーの方々と 

ともに研修企画等を行い「なごみーてぃんぐ」を開催。 

 

 

住吉区北地域包括支援センター と 

 コミュニティーソシャルワーカー（ＣＳＷ）事業 

特徴 

地域包括支援センターとは、２００５年（平成 1７年）に介護保険法が改正により、２

００６年(平成 18 年)に高齢者人口１万人に対して 1 箇所を基準に各市町村に設置されま

した。社会福祉士、保健師、主任ケアマネジャーが配置されており、お互いの専門性を生

かして相互連携しながら業務にあたり、地域住民の保健・福祉・医療の向上、虐待防止、

介護予防マネジメントなどを総合的に行う機関です。   

地域で暮らす高齢者の方々が、住み慣れたまちで、安心してその人らしい生活が続けら

れるよう、さまざまな関係機関と協力しながら高齢者の方々の暮らしを支援しています。 

当センターは、住吉区北西部（住吉・大領・東粉浜各小学校区）を担当圏域とし、地域

にお住まいの高齢者やご家族、地域の支援関係者から、介護や生活についての困りごとの

ご相談や高齢者虐待の早期発見・防止、高齢者の権利を守るためのご相談に応じています。 
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コミュニティーソシャルワーカー（ＣＳＷ）事業は、不登校や引きこもり、ゴミ屋敷な

どの制度の狭間にある福祉に関する相談をお受けし、解決にむけた支援をしています。住

吉区では平成２５年度より孤立死ゼロ作戦の事業に取り組んでおり、平成２６年１０月か

ら区内の４圏域(包括圏域と同じ)にＣＳＷが配置されました。 

① 『支援が必要な高齢者や障がい者の見守り相談』困りごとはあるが、高齢者や障がい

者だけでなく、暮らしの中での困り事や相談ごとの解消に向けて対応しています。 

② 『災害時において支援が必要な方の台帳登録の受け付けや相談』災害発生時の避難支

援だけでなく、ふだんから地域の中での声かけや見守り活動から、孤立しがちな要援

護者が人とのつながりをふくめ安心して暮らすことができるような地域づくりの取

り組みです。そのための「災害時要援護者支援台帳」の登録受付や相談や手続き支援

などを行っています。 

③ 『福祉や地域のネットワークづくりに関する相談』 地域や社会から孤立する可能性

の高い、高齢者や障がい者やそのご家族が地域で暮らし、地域とつながることを目的

に、地域の方が誰でも参加できるようなイベントや集まれる場づくりなどを、多機関

の関係者の皆様にご協力いただいて開催し、顔のつながる関係作りや相談のきっかけ

作りを行い、困りごとの早期発見・早期対応を目指しています。 

略史 

２０１０年 ４月 特別養護老人ホーム なごみ １階にて  

住吉区北地域包括支援センター開設 

２０１４年１０月 同事務所に住吉区北エリアＣＳＷ事業が開設 

２０１６年 ４月 包括、ＣＳＷともに、すみよし隣保館 寿 １階に事務所移転  

現在に至る 

行事 

＜住吉区北地域包括支援センター＞ 

無料の出前講座、健康体操教室の開催、 

地域の小中学校の福祉教育や地域の防災訓練

などへの参加 

ケアマネジャーなど専門職向けにも研修会や

交流会の開催 

広報誌「すみきち新聞」の発行 

フェイスブックやＬＩＮＥ＠を活用した広報や

情報発信 

＜ＣＳＷ事業＞ 

地域つながり作りを目的とした「ごはん倶楽部」 

「将棋オセロクラブ」 

その他、包括とＣＳＷ共催で多世代を対象にした

出張相談会の実施 

地域の小中学校の福祉教育や地域の防災訓練、 

地域のイベントなどへの協力など 
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小規模多機能型居宅介護きずな 

特徴 

「通い」「訪問」「泊まり」を一体的に組み合わせ

て 

提供することで、環境を大きく変えずに 

住み慣れた地域で暮らし続けることを応援してい

ます。 

地元密着で運営しており、利用者同士が元々顔なじみで

ある 

ことも多く、アットホームでお茶の間のような雰囲気です。 

略史 

2007 年 5 月 1 日開設。2019 年度で開設 12 年を迎えます。 

寄り添うきずな、家族との絆、地域の絆、きずながなければ生

きて行けません。 

「一人じゃないよ」の気持ちを込めて、公募の中から命名され

ました。 

行事 

地元の行事や老人会主催の行事などに積極的に参加していま

す。 

年末には「地域と協働、地域に還元」を合言葉にバザーを開催しています。 

地元小中学校との関わりも大切にし、高齢者（認知症）の学習や、 

食を通しての交流（油かすうどん作り）を継続して行い、高齢者理解をきっかけに誰もが

住みやすい人権のまちづくりを目指しています。 
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小規模多機能居宅介護であい 

 

特徴 

通い訪問を中心に、その時々の状態に合わせ、お泊ま

りも出来ます。単に３つのサービスを組み合わせたもの

ではなく、可能な限り利用者さん一人一人の生活リズム

に合わせた柔軟な使い方が出来ます。 

●送り迎えの時間は決まっておらず、 

利用者さん一人一人の生活に合わせた送り迎え時間

です。 

例えば、お昼ご飯を家で食べ、 

お風呂だけ入りに 13：00 頃から通うという利用も可能です。 

●通いの帰りに馴染みのお店へ寄り晩ごはんを一緒に選びます。 

●関係性の継続に、馴染みの喫茶店へ送り迎えさせて頂いています。 

●通い予定であったが、体調が思わしくなくお休みとなると、 

様子を見に自宅へお伺いします。 

必要に応じてお食事の準備をさせて頂いたり、 

受診等対応をさせて頂きます。 

※上記は、ほんの一例です。 

本人さんの住み慣れた地域での暮らしを本人さん

ご家族と協力し、考え、一緒に支え合う関係づくり

を大切にしています。 

地域の社会資源としての役割を意識しています。 

例えば、流しそうめん、水遊びイベント、ハロウィ

ンなど、地域へ向けた企画や、小学校への読み聞か

せボランティアや下校時の見守り活動へも参画させ

て頂いています。 

略史 

2011 年 5 月開設 8 年目になります。 

行事 

つつじ鑑賞 保育所交流会 流しそうめん 地域の子供向け水遊

びイベント 

日帰り旅行 であい感謝祭 ハロウィン ＹｓＢａｒ その

他お花見や忘年会など季節の行事 
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高齢グループホームであい（認知症対応型グループホーム） 

 

特徴 

1 ユニット 9 名のグループホームです。 

認知症になってもこれまでの馴染みの習慣を 

出来る限り日常の中で実現しながら、これまでの

暮らしぶりを続ける事を大切にしています。例え

ば、お米を洗ったり、魚を焼いたり、家庭の味で

ある味噌汁の味付けを行ったり…３食の食事は、入

居者さんと職員が一緒に作り、一緒に食べます。 

 

お花の水撒き、マッサージ機で寛ぐ、仏さんに

お経を詠まれる、化粧をするなど、何気ない入

居者さん各々の日常、習慣の継続に取り組んで

います。 

 

また、入居者さんの思いの実現（個別支援）、 

日常へ還すことを目的とした、3 年連続の海水

浴、長年行けなかったお墓参り、職員も一緒の

家族旅行、昔取った杵柄の魚釣り、趣味のゴルフ…昔にたしなま

れていたことを日常で実現していくことを心掛けています。 

そんな日常があるからこそ、入居者さん各々の特別な日もありま

す。皆が一緒にいっぱい笑い、いっぱい悩み、いっぱい考え、ま

た笑い合う。 

入居者さん一人一人が、関係性に囲まれながらわがままに暮らせ

る場を目指しています。 

 

略史 

グループホーム 2011 年 5 月 開設 

2015 年、共に生活してきた関係性…馴染みの地域、 

日常の関係性に囲まれた環境の思いから、初めて看取りの

機会を頂きました。決して特別ではなく、関係性ある関わ

りの延長にあると考えています。しかし命のバトンから教

えて頂く事は、特別です。 

 

行事 

地域の盆踊り参加・食事会 日帰り旅行 保育所交流会  

入居者さん個別外出 その他お花見やお正月など季節ごと催し 
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障がい児者余暇生活支援センターじらふ（住吉じらふ・住之江じらふ・街道じらふ） 

障がい児通所支援（放課後等デイサービス・児童発達支援） 
 

特徴 

じらふのデイサービスは、障がいのある子ども（未就

学～１８歳）の放課後・土曜・祝日・長期休暇期間中

等の遊びの活動の場所として、大阪で一番古くから開

設され、大阪市内３ヶ所で運営しています。 

余暇を充実させ、安心感・楽しい気持ち・うれしい思

い・感動する時間をたくさん経験できるように、様々

な取り組みを行なっています。視覚的・肯定的・具体

的の３本柱を大切に支援しています。人と人とのコミュニケーションを大切にしており、

子ども同士、スタッフも含めたやり取り等、様々な場面で活発に取り組めるよう、意識し

て取り組んでいます。 

略史 

2003 年６月  隔週土曜デイ開始 

（住吉総合福祉センター内） 

2004 年２月  住吉じらふ開設 

2005 年４月  住之江じらふ開設 

2006 年４月  リズムキリン開始 

2010 年４月  難波じらふ開設 

2011 年 11 月 街道・大社北じらふ開設 

2017 年３月  難波じらふ閉所 
 
おもな行事 

○長期休暇(春休み・ゴールデンウィーク・夏休み・冬休み)や土曜祝日は、各デイにて昼

食作りや工作、おやつ作り、遠足などを実施。 

○「第５土曜特別デイ」は、プールやバーベキュー、昼食作り等を合同でもしくは、各現

場にてそれぞれ集まって実施。 

○「夏デイ外出」では、夏ならではの外出先へ出かけている。 

○「サンタがお家にやって来る企画」は、申し込みのあったご家庭に、サンタの衣装のス

タッフが、プレゼントを持って伺う企画。 

○「卒業パーティー」は、毎年高校３年生に、じらふを卒業するお祝いを行う。年度によ

って内容は異なり、これまでは、オードブルをみんなで楽しく食べる、昼食作りと卒業制

作をする、卒業生と一緒に外出する等、その年の担当スタッフが感謝の意を込めて企画。 

○その他、季節ごとのイベント（節分・ハロウィン・サンタ・バレンタインなど） 

〇じらふデイを卒業したＯＢＯＧを対象に、「じらふデイギャングスター」の集まりを開催。

メンバーさんだけでなく、懐かしいスタッフにも声をかけて実施している。 
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障がい児者余暇生活支援センターじらふ：ヘルパー 

（居宅介護・重度訪問介護・行動援護・移動支援） 
 
特徴 

〇モットー 

「肯定的」 

「具体的」 

「視覚的」 

（に関わる・考える・伝える・・・など） 

〇【遊びから育つ力】 

・楽しみながら、自分の想いを伝える、人の想いを知る、社会性やルールを理解する事を

意識しています。「選択する」「発信する」「順番を守る」「折り合いをつける」「挑戦する」

「お金の使い方を知る」「失敗しても、間違えてもいい、スルーできる力」など、その人が

‘その人らしく’社会の一員になれるよう声かけや支援ツール、関わり方を工夫していま

す。 

〇【地域への発信】 

・外出する中で地域の方、お店の方、駅員さん、いろんな方と出会います。モットーであ

る「肯定的」「具体的」「視覚的」な声かけや支援ツールの使用、関わりを実際に見てもら

うことで、「写真みるとわかりやすいんや！」「なんか 2 人とも楽しそうやな」「実物を提

示すると選びやすいんか！」などの気づきや、啓発につながる事も意識しています。 

 

略史 

〇2004 年 

・じらふヘルパー事業所開設 

・移動支援サービス開始 

・居宅介護サービス開始 

〇2007 年 

・行動援護サービス開始 

〇2006 年 

 ・アンテナ（南大阪事業所連絡会）設立 

 ・アンテナガイドヘルパー講座開始 

〇2016 年 

・ガイドヘルパー研究会【知的】設立 

・ガイヘル研シンポジウム、定例会、昼勉開始 

 

おもな行事 

おでかけ先のほんの一例 

・カラオケ・ボウリング・USJ・映画・プール・公園おさんぽ 

・銭湯・科学館でプラネタリウム・水族館・動物園 などなど！ 
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障がいグループホーム（だいくかのん・大領地域の家であい） 
 

特徴 

障がいグループホームは生活居住型のサービスで、障がい部門では唯一３６５日２４時間

運営していることが最大の特徴です。 

入居者の方々は、好きなときに好きなことをして、自由に過ごすことができる自分の「家」

として生活されています。 

そこには障がいに関係なく地域で暮らすという当たり前の生活があります。 

グループホームのスタッフは入居者の方々にとって「帰りたい家、好きな家」と思っても

らえるよう日々支援しています。 

 
略史 

２００５年７月に障がい児者余暇生活支援センターグループホームだいくが住吉住宅７号

館１階に開設され入居者４名（男性２名、女性２名）で法人初の障がい者のグループホー

ムがスタートしました。その後２００６年９月に住吉住宅１５号館３階に４名のグループ

ームかのん（男性２名、女性２名）が開設され、グループホームだいくかのんとなりまし

た。 

そして、２０１１年５月に大領地域の家であい３階に７名のケアホームであい（かなで女

性３名・ひびき男性４名）が開設されました。 

 

おもな行事 

年に一回それぞれのグループホームで旅行に出かけています。今までには香川県、滋賀県、

伊勢、城崎など様々な場所へ出かけています。入居者の方々にとって最も楽しみされてい

るイベントです。 

その他、ＧＷ、お盆、クリスマスにだいくかのんと大領地域の家であいの入居者が集まり

カラオケ、昼食会などのイベントを行い交流をしています。今では入居者の方々で手紙を

渡しあうなど関係が深まっています。 
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障がい短期入所：大領地域の家であい 
 

特徴 

障がい短期入所は、ご利用者の皆様にとってご本人・ご家族ともに安心して泊まり、預け

ることができる場であると同時に、将来、地域での生活をイメージできるよう体験を積み

重ねていく場です。 

この基本的な考え方に基づき、ご利用者の皆様の障がいや心身の状況に応じて、①食事の

提供、②入浴又は清拭、③身体等の介護、④生活相談、⑤健康管

理 等のサポートをさせていただいております。 

 

 
略史 

障がい短期入所は 2005 年に住之江じらふに併設する「単独型

ショートスティ」として開始され、2011 年 5 月、大領地域の家

であい開設にあたって、ショートスティ用のスペースも設けられ

移設する形で再出発をしています。当法人のサービスをご利用の

皆様からお寄せいただいた多くのニーズに応える形で設置され、

これまでたくさんの皆様にご利用をいただいております。 

 

こころの相談ネットふうが（地域活動支援センター・障がい者相談支援） 
 

特徴 

しょうがいのある方などが自分のペースで利用できるサロンと、計画相談支援などを行っ

ています。 

法人内の役割としては、ボランティアコーディネーション、福祉共育、防災取り組み、支

援の質向上委員会の事務局なども担っています。 

 

略史 

2004 年 精神障害者地域生活支援センターとして総セン  

内に開設 

（当時のサロンは 2 階、現在のきずなの場所） 

2006 年 法体系の変更により、現行の地域活動支援センタ

ー（生活支援型）と指定相談支援事業に移行する。

あわせて総セン内の改装に伴い、現行の 1 階のサロンになる 

2011 年 法人内組織体制の変更により体制の一新をおこ   

なうとともに、各種外部機関（地域の小中学校  

や大学、地域の関係機関、法人各部署）との連  

携の結節点となる職も担当することになる 
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コロたま倶楽部（地域活動支援センター） 
 

特徴 

地域活動支援センター（A 型）として、主に、精神障が

い者の方を対象に、喫茶店の運営および内職作業を行っ

ています。定員は 19 名。平均して、毎日 14 名ほどの

利用者が通われていますが、利用目的は様々であり、ま

た、いつ来てもいつ帰っても良い場になっています。 

 

略史 

2017 年４月に、社会福祉法人野菊の会から事業承継

し、現在に至る。 

 

 

オガリ作業所（生活介護・就労継続支援 B 型） 
 

特徴 

オガリ作業所では他の事業所では対応が難しい方や動きの多い方の受け入れを行いつつも、

重度の障がいを有する方であっても地域の中でともに活動できる拠点として歩んでいます。

生活介護の定員は 24 名・就労継続支援 B 型の定員は 16 名となっています。利用時間は

原則月～金曜日の 10:00～16:00 となっています。（祝日は時期によって開所することが

あります。） 

生活介護は「じゃんぷ班」「きらり班」「いろどり班」の３

班に分かれて、軽作業や産直米の配達や各種レクレーショ

ンの活動と組み合わせて取り組んでいます。 

就労継続支援B型は「清掃班」では住吉総合福祉センター、

住吉診療所、なごみ、オガリ作業所の清掃を行なっていま

す。「製パン班」では、利用者がパン焼き菓子の製造、販売

を行っています。手づくりショップパンプの運営もしてい

ます。さらに新しく「縫製班」「介護調理班」も誕生し活動を開始しました 
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略史 

1989 年６月 無認可作業所として住吉総合福祉センターにて開設 

2000 年 下請けの軽作業以外に「清掃班」の活動開始する 

2002 年 オガリ作業所運営委員会からライフサポート協会運営に移管する 

小規模通所授産施設制度に移行する 

2004 年 12 月 現行施設（生活協同組合の跡地）に移転。知的障害者通所更生施設（定 

員 20 名）・小規模通所授産施設（15 名規模）作業班・てづくり班・清 

掃班・製パン班を設定する 

200７年４月 障がい者自立支援法の施行に伴い、知的更生施設は生活介護（定員 24 

名）に、小規模授産施設は就労継続支援 B 型（16 名）に移行する。ま 

た同時に開所した住吉総合福祉センター生活介護と連携を図りながら、 

基幹施設として事業を拡大する 

2009 年 オガリ作業所 20 周年記念式典を住吉大社吉祥殿にて行う 

2016 年 生活介護が個別ニーズに合わせた支援を展開すべく、「じゃんぷ班」「き

らり班」「いろどり班」の３班に分かれて活動を行う 

2018 年 就労継続支援に「縫製班」「介護調理班」が追加創設「清掃班」「製パン

班」とともに活動 

 

おもな行事 

・地域活動･･･ＪＡ東びわ湖にて田植え・稲刈り、公園清掃、夜店出店など 

・余暇活動･･･レクリエーション、カラオケ、スポーツ、ダンス、ストレッチ、タオル体操、

音楽鑑賞、映画鑑賞、ビジョントレーニング、長居スポーツセンター 

・外出・宿泊活動･･･旅行（近畿県内の温泉など）・関西近郊のキャンプ       

     

 

住吉総合福祉センター障がい通所事業部（生活介護・就労継続支援 B 型） 
 

特徴 

総セン生活介護は「さくら班」「Kirinn（きりん）班」の２グループに分かれて活動を行っ

ております。さくら班では、身体・知的障がい重複の方が多数在籍されており、日々、レ

クリエーションやスポーツ、軽作業を取り組みとして行っております。障がいが重くとも

自分らしく主体的に活動できるような班を目指しております。Kirinn 班では調理活動をメ

インで行っており、準備、調理、片付けまでを自分達で行うことで活動のプロセスと人と

のつながりをとても大切にしております。 

総セン就労継続支援 B 型「フード班」はチェーン展開をしている株式会社べらしおフード

にプロデュースを受けたラーメン店「天日塩らーめん べらしお福祉住吉東店」及びキッチ

ンカーによる移動販売、昭和レトロがコンセプトのカフェ「コブンカフェ」、シルクスクリ
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ーンプリントを主体としたオリジナルアパレルプリント及び販売「SUL」を営業していま

す。 

略史 

1986 年 住吉総合福祉センターが開設。障害者会館事業として身体障がいの方の入浴

介護と機能訓練を実施する。 

2003 年 知的障がいの方の余暇支援としてイブニングサービス（夕方からのサービス）

を実施。 

2005 年 支援費制度の下、知的障がい者デイサービス Kirinn 班がじらふ住之江に併設

で事業をスタート。 

2007 年 障がい者自立支援法の施行に伴い、イブニングサービスは生活介護に移行し 

て日中活動としてスタート「さくら班」が誕生する。また住之江区で事業を 

行っていた「Kirinn 班」も生活介護に移行。統合して新たに事業をスタート 

する。 

2012 年 就労継続支援 B 型「フード班」が開設。「天日塩らーめん べらしお福祉住吉 

東店」（以下べらしお福祉）開店。キッチンカーによる移動販売を開始。「コ 

ブンカフェ」開店 

2014 年 バックヤード事業（名刺作り等）を開始 

 

おもな行事 

・さくら班･･･季節の創作、ボーリング、ストラックアウト、ビジョントレーニング、スラ 

イム作り、勉強会（文字、計算）、クイズ、菜園 

・Kirinn 班･･･調理活動、創作、空き缶つぶし、メニュー決め、外販、おかしづくり、空 

き缶納品 

・外出・旅行…近畿圏の温泉旅行、キャンプなど 

・フード班イベント出店…大阪府内及び市内一円の各種イベントや学園祭等に出店（年間 

およそ 30 件出店）主なイベント：ふらっと楽しむすみよし、関西大学堺  

キャンパス祭、ZION 等 

・フード班外食研修…他店舗飲食店での外食研修（べらしお中もず本店、かしや、クラッ 

チヒッター、鳥の鶏次等（年間およそ 2 回実施）） 
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大領地域の家であい：障がい通所（生活介護）るーぶ班 

 

特徴 

Loob の活動は、アート（絵画）・さをり織

り・手芸が中心です。 

作品や商品の完成度を求めるというよりは、

作る過程を楽しんだり、モノができあがる 

達成感を大切にしています。 

また、活動を通して自分の思いをうまく伝

える力・選ぶ力・時には我慢する力など  

将来を見据え、一人ひとりがこれからも豊

かな人生を送っていくために必要な力を一

緒に考え、育てていくことを目標としてい

ます。 

 

略史 

2011 年 5 月から障がいを持つ方々のモノ

作り（表現活動）の場として事業開始。 

2012 年から作品展「るーぶアートギャラ

リー」を企画。開催場所を変えながら、メンバーのがんばりを多くの人に伝える場として

毎年夏に開催しています。 

 

「るーぶ」とは輪っか（loop）と青空の色

（blue）を組み合わせた造語。空の色やそ

こに浮かぶ雲のように表情豊かなメンバー

達が地域の方々と繋がり、そして多くので

あいが生まれることを願って名づけました。 

 
おもな行事 

春と秋に外出企画、夏に作品展「るーぶア

ートギャラリー」、毎週末のコーヒータイム、 

月に 1 度のペースでカラオケや好きなお弁当を選ぶ食事企画など行なっています。 
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大領 COCORO（生活介護） 

 

特徴 

＊ひなた（１Ｆ）：身体・知的に重い障害があり、かつ医療的ケアが必要な方の日中活動の

場です。入浴・排泄・食事の支援をしています。主な日中活動は、創作・調理実習・散

歩・ドライブ・園芸をしています。 

＊つなぐ（２Ｆ）：主な活動として、企業から受注した軽作業を中心におこなっています。

作業工程を分割して行ない協力しながら取り組でいます。 

 

略史 

2016 年 4 月に開設 

 

おもな行事 

歓迎会（４月）、外食企画（６、７月）、外出企画（10 

～11 月）、クリスマス会（12 月）、１年間お疲れ様 

会（３月） 

 

 

大領 COCORO（児童発達支援）「つばめ」 

 

特徴 

未就学の方の療育をおこなっています。親子通所を基本として、子どもだけではなく保護 

者も安心できる場を大切にしています。年齢やニーズによってクラスを分けています。子 

ども自身が「できた！」「やってみた！」という経験を積み重ねることで、自尊心を育み将 

来につながる支援を考えています。一人ひとりの成長や変化を保護者の方と一緒に共有し 

て見守っていきます。 

 

略史 

2016 年 4 月に開設 

 

おもな行事 

心理士が入ってのプレイセラピー（木曜日） 

音楽療法士が入っての音楽療法（金曜日） 
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 つみき    

 

特徴 

「つみき」は障がいのある 18 歳以上の人が将来のステップアップのために４年間という 

限られた時間の中で力をつけるところです。 

特別支援学校高等部や高等教育の卒業後の進路＝作業所という考え方が多い中、障がい 

があるからこそゆっくり、本人のペースで大人になっていくという所を目指した【障がい

のある青年期のメンバーの居場所】になります。 

仲間と一緒に、ゆっくり自分のペースで、やってみて楽しかったと思う達成感や、やっ 

てみて失敗したけどしょうがなかったね～と思える楽観性、失敗したけど次こそは！と思

える自己肯定感。今までしたことがなかった事も仲間がいるから頑張れる、人を思いやる

気持ちなどなど・・・そんな心を育てる場所を目指しています。 

 

略史 

２０１４年４月  つみき開設 

         生活訓練にて事業スタート 

         住之江じらふにて、放デイと     

の多機能型にて実施 

２０１４年１２月 つみきサテライト開設 

         住吉区万代にて実施 

２０１６年７月  生活訓練つみき移転 

         現活動場所であるサコダビル２階へ転居 

２０１９年４月  生活介護と生活訓練の多機能型に移行 

 

おもな行事 

4 月 入学式 

7 月 オープンキャンパス 

9 月 卒業旅行 

11 月 懇親会 

12 月 クリスマス会、大掃除 

1 月 おおさか学びの場交流会 

3 月 卒業式 
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 障がい児者余暇生活支援センターじらふ・泉北（放課後等デイサービス）   

 

特徴 

じらふ・泉北は、緑に囲まれた自然豊かな堺市南区に位置しています。広場や公園も多く、 

外活動も盛んです。屋外での集団遊びや、室内での企画や個別の課題等を通じて、高校卒 

業後につながる生活力や社会性、作業能力の向上を目指 

しています。また、地域に開かれた福祉事業所として「地 

域交流スペース」を設けています。毎週火曜日はカフェ 

として営業しており、火曜日以外でも地域の子どもから 

大人まで、気軽に立ち寄ることができる憩いの場として 

活用していただいております。また、じらふ・泉北の利 

用者と地域の方がごく自然に交流できる場となってい 

ます。 

 

略史 

2013 年 3 月 じらふ泉北開所         

 

おもな行事 

【事業所内行事】 

4 月：春の外出、外食など 

７～8 月：夏休み企画（プール、昼食づくり等） 

12～1 月：年越しそば、初詣、書き初め 

【地域活動】※じらふカフェとして参加 

6 月：はらやま元気まつり 

8 月：原山台ふれあい夏祭り 

 

 

 

 

 みんなのマーケット るぴなす（就労継続支援 B 型）   

 

特徴 

堺市南区高倉台近隣センター内にあります。買い物支援スーパーとして堺市や地元ＮＰＯ、 

社協、地域の自治会等が協働で開所しました。就労継続支援Ｂ型事業としてスーパーとい 

う形態は珍しいです。全員で力を合わせ、売り上げも順調に推移し以前テナントが入って 

いたころの売上まで回復。地域店舗が閉店する中、地域の社会資源として食料品～生活用 

品まで提供し続けています。地域活性化を目的としたイベント運営では地域の高校から企 

画～運営に至るまで協働で行い好評頂いています。 
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略史 

2015 年 8 月開所         

 

おもな行事 

みんなの食堂（毎月第一土曜日）・） 

近隣センター内イベント（たかくらイースター・たかくらハロウィン） 

 

 はぴな（生活介護）   

 

特徴 

堺市南区高倉台にあります。じらふ泉北卒業した利用者さんや、地域の重い障がいのある 

方が通所しています。日々の活動の中に調理や掃除等を取り入れることで生活力を学び、 

ウォーキングや室内運動等で健康の維持を目指しています。自主性を大切に、企画も利用 

者発信であったり、調理の献立等も会議を行い決定します。それぞれの特性に合ったツー 

ルや過ごし方を提供できるよう支援しています。 

 

略史 

2018 年 4 月 開所   

2020 年 4 月 堺市南区美木多北の新施設に移転予定 
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この 20 年間の間に、ライフサポート協会は「すべての人が尊敬される社会の実現」のも

と、前項にあるように「すべての人」に応じられるだけの多様な福祉事業を整備してきま

した。同時に各事業所においては様々な実践活動がされてきました。ここからは福祉関係

者内の研修会や、法人の実践報告会などで報告した際の資料をもとに、各現場での取組み

をご報告させて頂きます。 

 

「特別養護老人ホームなごみ」からは、特養改革プロジェクトの開始から結実までの記録

をまとめたものです。以前の特養は「施設」という枠の中で業務の流れに、入居者さんの

暮らしを無理に当てはめてきたのでは？という反省点があります。介護が必要になり、住

む場所が変わったとしても、尊厳ある暮らしができる･･･そんな特養に変える様々な取り組

みについての報告です。 

 

「小規模多機能型居宅介護きずな」からは、サトノさんのお話をまとめました。ご本人の

思いと「きずな」への思いがあふれた報告です。 

 

「住吉区北地域包括支援センター」からは、高齢者の世帯をめぐって、地域の町会長や包

括支援センターのつながりで安心を取り戻した花子さんの事例報告です。この事例に限ら

ず包括支援センターでは医療機関や行政など多様な地域資源とつながって、在宅生活を支

えております。 

 

「つみき」からは、自分の思いをコントロールできずに、他の利用者さんやモノにあたる

などの行為が見られていた太郎くんに対して、自分の意思をうまく伝えたり、苦手な人と

の過ごし方などを様々な手法で学んでいき、少しずつですが自分の思いやスケジュールの

自己管理ができるようになっていった報告です 

 

「こころの相談ネットふうが」からは「排除せず、管理せず、しかし配慮する」という自

薦の基本方針とその背景にあることを報告しています。 

 

「みんなのマーケットるぴなす」からは泉北地域の抱える課題と福祉事業の連携によるプ

ロジェクトの説明および 4 年間の実践と課題について報告しています。 

 

「福祉共育とボランティア」は法人として培ってきた取組みをまとめました。介護や支援

の事業ありきではなく、多くの住民への理解の輪の広がりがあってこそ、法人理念にもか

ないます。人権社会の実現に向けての取組みをご一読ください 
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ライフサポート協会の将来 

 

社会福祉法人ライフサポート協会  

常 務 理 事   原 田  徹 

 

多くの人に支えられ、法人設立 20 周年を無事に

迎えることができましたこと、皆様方に感謝いたします。 

 

１．この 10 年を振り返って 

 10 周年記念誌では、「次」にすべきこととして、以下のように記されていました。 

 

・高齢福祉 

  今後のテーマは地域密着であろうと言われています。住み慣れた地域で生涯を

全うするその人らしいライフスタイル・・・「きずな」での取り組みを素材とし、今後の

事業展開にも活かしていくよう構想を広げています。 

・障がい福祉 

  就労・日中活動・住まい、介護・相談・余暇支援をそれぞれの障がい状況や

生活ニーズにあった形で保障のできる地域づくりが求められています・・・そのため

には、一定の規模を持ち、地域資源の圧倒的不足に応えていく。と同時に他

の事業所との連携による「総合力」を高めていくために活動を広げていきます。 

・制度について 

  制度は絶えず揺れ動きますが、その将来像をいち早く察知するだけでなく、「真に

必要な支援」について声を上げていくことが私たちの支援であると考えています。 

 

 この10年を振り返ってみると、高齢福祉事業では2010年に地域包括支援セ 

ンターを受託し、翌 2011 年に大領の家であいを建設しました。「であい」では「きず 

な」の実践を踏まえて地域密着型の支援に取り組むべく二つ目の小規模多機 

能型居宅介護を開所し、２階には認知症対応型グループホーム開所しました。こ 

のことで住み慣れた地域で生涯を全うすることを支えていく仕組みを少しずつではあり 

ますが築きました。 

 障がい福祉では2011年に大領での生活介護るーぶ、2013年度には地域の 

要望により堺市泉北地域に放課後デイサービスじらふ泉北を開所し、2014 年 



に生活訓練つみき、2015 年に堺市泉北地域に就労継続支援Ｂ型みんなのマ 

ーケットるぴなす、2016 年には大領地域に二つ目の生活介護事業所大領 

COCORO 及び児童発達支援事業 SODATERU じらふ（現：つばめ）、 

2017年に地域活動支援センターコロたま倶楽部を受託し、障がいのある方の作 

った製品を扱うアンテナショップと地域交流のワークショップをおこなう公益事業「ら 

ふら」、2018 年には堺市泉北地域にも生活介護はぴなを立ち上げ、地域資源 

の充足と多様なニーズに応える努力をしてまいりました。 

 また、住吉総合福祉センターの大広間を十分に活用し、連絡会の開催、合同 

研修会の開催など、相談部門を中心に地域連携の礎を作ってきましたことを自負 

しています。 

 しかしながら、絶えず揺れ動く制度への対応の遅れ、大幅な報酬単価の減額、

増え続ける事業所数などへの読みの甘さから、必ずしも運営が思うように行かない

事業もあります。また障がい福祉の住まいについては、この 10 年間生活ニーズに

応えるだけの住まいを増やすことができませんでした。 

 

２．これからの１０年 

 高齢福祉では、地域密着型福祉の充実を目指し、住み慣れた地域で暮らし

続ける仕組みを引き続き法人を上げて考えていきたいと思います。「8050 問題」が

叫ばれる中、在宅生活をどのように支えていくか、法人の力量が問われる 10 年に

なると考えます。 

 この問題は障がい福祉でも同様で、この10年の積み残しでもある「住まい」をどの

ように保障していくのか、ある意味で「8050 問題」でもある 80 歳の親が障がいのあ

る 50 歳の子どもを介護し続けなければならない状況をどのように打破していくのか、

早急な対応が求められています。 

 このような問題に対し、法人として真摯に受け止め考え続けていくと同時に、その

考えることを法人内で留めず、芽生え始めた地域連携の礎の下、地域で一緒に

考え行きたいと思います。 

私が学生の時代にボランティア活動をしていたセンターの館長が教えてくれた 3

つの『ど』というものがあります。福祉事業は権利保障であり、権利を保障されていな

い現状に対する怒りが必要であり、権利を守るためにどうするか考え行動し努力し

続けることが大切である、その努力は福祉事業所だけがするのではなく、その人が住

む地域で、その土地のひとたちと一緒に考えなければならない。これを合わせたのが



3 つの『ど』＝「怒」「努」「土」です。これは法人評議員でもあった大阪市

立大学教授岩間伸之先生（故人）が提唱されていた「個と地域の一体的支

援」とも繋がるものがあります。 

 福祉制度が本来の目的だった権利保障の営みから、サービス業に変質されて

いく中、行政機関と現場の温度差を感じることが多々あります。利用者の個別の

課題は地域の課題でもあり、地域の課題を行政機関に訴え続け、巻き込み、一

緒に考える仕組みの再構築が必要であると考えます。 

 

３．最後に 

解放運動の中で生まれた社会福祉法人が、同和対策事業の終了、老人

福祉センター、障害者会館の条例廃止など、時代の荒波の中、何とか前を向き

法人を大きくしてまいりました。押し寄せる荒波の中、私たちが大事にしてきたことは

「生活ニーズ」です。時代時代に応じた生活ニーズを丁寧に拾い、そこから事業を

広げてきたことが、今のライフサポート協会を支えている原動力となっています。これか

らも生活ニーズを大切に、旧来の福祉の形に捉われず、ユニークで楽しい事業

展開を通じた地域課題の解決に努めていきたいと思います。 

他者がしているから事業をするのではなく、収益が少ないから事業を廃止するので

もなく、生活ニーズを忘れることなく、利用者と一緒に、地域と一緒に、スタッフと一

緒に、これからの社会福祉法人ライフサポート協会を育てていきたいと思います。そ

して、この一緒に考える職場風土が福祉人材の育成、地域の協力者の獲得、ひ

いては広く福祉感覚、人権意識を持つ人材の育成に繋がっていくものだと確信し

ています。 

これからの１0 年を、社会福祉法人ライフサポート協会に携わる人々の想いを大

切に、地域の生活ニーズを原動力として、これからの社会福祉の形を、すべての

人が尊敬される社会の実現（人権社会の実現）を皆さんと一緒に考えていきたい

と思います。そして、福祉事業を楽しめる法人であり続けたいと思っています。 

今後とも、社会福祉法人ライフサポート協会の活動を楽しみにして下さい。 

 

（右：2020 年開設予定の泉北

新拠点「はぴな」完成予想図） 
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